
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① サクラ樹上での生息数は，平年より少ない（図）。 

② 吸汁されたサクラ果実の割合は，5 月下旬で 96.7％と平年より高く，多くのサクラ果実は  

カメムシ類に吸汁されている。 

③ 本年は平均気温が高く，サクラ果実の落果が早い。チャバネアオカメムシは既に他の植物

に移動しており，今後，餌を求めて果樹園へ飛来する可能性があるので注意する。 
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防除所レポート［サクラにおけるチャバネアオカメムシの発生状況］ 

図 サクラにおけるチャバネアオカメムシの生息数と吸汁果率 
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